
平成２６年３月６日 

 

報 道 機 関 各位 

 

長岡市山古志支所産業建設課長  

 

第 25回「古志の火まつり」を開催 

震災がれきの受け入れから生まれた交流  
大槌町の伝統芸能「虎舞」を披露！ 

 

長岡の６大冬まつりの最後を飾る「古志の火まつり」の目玉は、地域住民全員で刈

り取った「カヤ」を材料に、高さ２５ｍ、直径１０ｍの日本一の「さいの神」。無病

息災・五穀豊穣・震災復興を祈願します。  

今年は、東日本大震災のがれきを受け入れたことから交流が続いている岩手県大槌

町からも当まつりに参加いただき、伝統芸能「虎舞」を披露するほか、昨年１０月に

山古志地域で「ミ・アモーレ・ライブ」を開いた、越後長岡応援団の宇崎竜童さんが

ミニコンサートを開くなど、例年以上にまつりを盛り上げます。 

つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、ぜひ取材くださいますよ

うお願いいたします。 
  

古志の火まつりの概要 

１ 日 時 ３月８日（土）午前１１時～午後６時３０分 

２ 会 場 長岡市自然休養地「四季の里古志」（長岡市山古志種苧原 4526番地） 

３ 主な内容（詳細は別紙のとおり） 

   ①特産品テント村、ちびっこ広場 

   ②雪中闘牛大会 

   ③雪上車の試乗体験 

   ④ステージショー（宇崎竜童ミニコンサート※など） 

   ⑤復興交流友情公演（大槌町伝統芸能「虎舞」※） 

   ⑥日本一のさいの神点火式（大槌町の新成人１人も加わる） 

   ⑦復興祈願雪中花火 ほか 

４ 大槌町参加団体等 

   向川原虎舞風虎会、特定非営利活動法人＠リアスＮＰＯサポートセンター、 

一般社団法人おらが大槌夢広場、地元大学生、地元高校生（計２５名程度） 

（大槌町との交流の経緯、各参加団体の概要、※については裏面のとおり） 

          

問い合わせ：山古志支所産業建設課  

      ℡ ０２５８－５９-２３４３  

長岡市 

午後２時３０分～５時 



【大槌町との交流】 

岩手県大槌町とは震災廃棄物の焼却受け入れをきっかけに交流が生まれる。昨年の長岡ま

つり大花火大会に大槌町の小学生を招待するとともに、栃尾地域の小学生と交流を深め、心

の復興の支援をした。昨年 10月に開催した「越後長岡・暮らし文化の祭典」では、山古志地

域の住民組織Ｙ－ＧＥＴＳ（ワイ・ゲッツ）がサポートし、大槌町から「復興食堂」の出店

と伝統芸能｢虎舞｣が披露されるなど、被災地同士の幅広い交流が行われている。 

また、昨年４月から震災の復興を支援するため、長岡市職員１人を大槌町へ派遣。さらに、

住民主体の復興に向け、中越大震災後の復興で実績のある公益財団法人「山の暮らし再生機

構」の職員が中越の復興の経験を伝えるなど、積極的に復興を支援している。 

 

【参加団体の概要】 

・向川原虎舞風虎会（むかいがわらとらまいふうこかい） 

昭和 23年(1948年)、郷土芸能を通じて青少年の健全育成を図るため、向川原地域の

青年会活動に取り入れたのが始まり。太鼓、笛、鉦の拍子と威勢のよい掛け声に合わせ、

虎頭を付けた約４ｍの虎模様の幕に踊り手２名が入り、１～２頭で勇壮に踊る。 

 

・特定非営利活動法人 ＠
アットマーク

リアスＮＰＯサポートセンター 

岩手県釜石市で活動しているＮＰＯ団体。平成 16年（2004年）に設立され、釜石地域の

みなさんの「思い」を吸い上げ、プラットフォーム（育てる土壌）として支え、「思い」が地

域のひとつの力となるお手伝いをしている。 

東日本大震災後は、まちの復旧・復興支援に携わり、人材育成や中間支援を行っている。  

 

・一般社団法人おらが大槌夢広場 

東日本大震災で激甚な被害を受けた大槌町において、まちづくりに関する事業を行い、

観光・商工などの発展と、それらの担い手である大槌町民の生活再建に寄与することを

目的に、平成 23年（2011年）11月に設立。 

「おらが大槌夢広場」の名前には、未来へ向けた希望や夢を見つけ、ともに「育て」

「輝かせる」場所でありたいという意味が込められている。 

 

【宇崎竜童ミニコンサート】 

昨年開催された市民大交流祭「アオーレ・ミ・アモーレ」で、総合プロデュースを務

めた宇崎さんは、山古志地域が誇る仕事歌に直接演技や魅せ方の指導を行ったことがき

っかけで、今回出演。宇崎さんの野外での公演はとても珍しい。公演時間は約 30分で、

リハーサルも公開。天候が風雪等で特に荒れた場合は、トークショーに変更となる。 

 

【大槌町伝統芸能「虎舞」】 

大槌町には５つの団体があり、今回は向川原虎舞が繊細かつ勇壮な虎舞を披露。航海

安全の守り神として虎を祭り崇めたとも言われているが、由緒、由来は不明。町の無形

文化財に指定されている。 


